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今年は、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行が心配されています。

それ以外にも気をつけたい感染症もあります。これからよりいっそう寒さが増していきま

すが、体調を万全に整えるためにも、日頃から生活リズムを整えたり、感染症対策を忘れ

ずに行っていきたいですね。登校前の家での健康観察も十分にお願いします。

インフルエンザ A・B 新型コロナウイルス感染症 感染性胃腸炎（ノロウイルス）

潜伏期間 平均２日（１～４日） 1～12.5 日（多くは５～6日） １２～４８時間

感染経路 主に飛沫感染。

接触感染もある。

飛沫感染、接触感染。

エアロゾル感染。

飛沫感染、接触感染、経口感染。

ノロウイルスは貝などの食品を

介しての感染もある。

ウイルスは便中や吐物に多量に

含まれ、感染源となる。

症状 悪寒、頭痛、高熱（３９～４０℃）

で発症。頭痛とともに咳、鼻汁

で始まる場合もある。全身症

状は、倦怠感、頭痛、腰痛、筋

肉痛など。呼吸器症状は咽頭

痛（のどの痛み）、咳、鼻汁、鼻

づまりなど。

咳、咽頭痛（のどの痛み）、頭痛、

発熱（３８℃以上）、鼻汁。

嘔吐と下痢、腹痛が主症状。発

熱することもある。多くは２～７

日で治るが、脱水に対する予防

や治療が最も大切。

予防方法 飛沫感染対策（マスク、手洗い

など）に加えて、インフルエン

ザワクチンの接種が有効。

飛沫感染対策（マスク、手洗いな

ど）やアルコール手指消毒剤を

用いた手指消毒も有効。

ウイルスは便中に１ヶ月程度排出

されることも稀ではないので、

回復後も手洗い励行は重要。

特徴 突然の３８℃を超える発熱や

関節痛、全身の筋肉痛などが

出る場合が多い。

発熱や咳などが無い場合（無症

状）でも、感染している場合があ

る。体調不良の時は注意が必要。

アルコール消毒や、熱に対する

抵抗力がある。感染力が非常に

強く、一度かかっても何度も感

染することがある。

か が や き

１２月保健目標：冬の健康に注意しよう

空気が冷たく、乾燥し、体に厳しい季節となりました。腹痛や頭痛を訴える生徒も

多く目立ちます。生活リズムを整えるほか、冷えないように体を温めましょう。保温

には３つの首（首・手首・足首）を温めることが重要ですよ。

冬の感染症に気をつける！

冬に気をつけたい感染症の特徴をまとめてみました。症状など共通するものもあれば、特徴的なものもあり

ます。比較して見てみましょう。感染症から身を守るにはどのような対策が必要なのでしょうか？



冬休みは、通院治療のチャンスです。健康診断の結果から、治療カードを受け取った人で、まだ治療ができて

いない人は、冬休みに受診しましょう。冬休み前にもう一度カードを配布します。もし治療が終わっている人が

いましたら、養護教諭までお知らせください。また４月から健康診断がスタートしますが、それまでに治療を済

ませておきましょう。

冬休みは治療のチャンス


